
 

1 

 
平成23年３月30日 

各 位 
会 社 名 株式会社   新 日 本 科 学 
代 表 者 名 代表取締役社長    永田  良一 

 （コード番号：2395東証第一部）

問 合 せ 先 代表取締役副社長 関   利彦 
 （TEL：03-5565-6216）

 

「ピロカルピン塩酸塩」を用いた線維筋痛症治療薬の開発に関する契約締結のお知らせ 

 

当社連結子会社の AXIS 株式会社（以下、AXIS）は、キッセイ薬品工業株式会社（以下、キッセ
イ薬品）との間で、「ピロカルピン塩酸塩」＊１の国内における線維筋痛症治療薬としての開発・販売

等に関するライセンス契約を締結しましたので、お知らせします。 今回のライセンス契約締結に伴

い、AXISは、キッセイ薬品より契約一時金および本剤の開発進捗に応じたマイルストーンに加えて、
上市後は本剤の売上に応じたロイヤリティを受け取る権利を有します。 

AXIS は、東京医科大学医学総合研究所の西岡久寿樹所長の知財を技術基盤として、筋・骨格系疾
患を中心に、医療現場のアンメット・メディカル・ニーズ（Unmet Medical Needs）＊２を満たす新薬
を迅速に開発し、事業化することを目的に事業展開をしており、現在、線維筋痛症および変形性関節

症など、未だ有効な治療薬が存在しない疾患の治療薬の開発を行っております。 AXIS は、その研
究開発の一環として、ピロカルピン塩酸塩の線維筋痛症に対する前臨床および臨床における有効性を

見出し、検証を続けてまいりました。この度、キッセイ薬品が当該成果を高く評価し、今回の契約締

結に至った次第であります。 
 線維筋痛症は、原因不明の全身の疼痛と、これによる不眠･うつ状態などの精神神経症状や過敏性大

腸炎、膀胱炎など身体症候を主症状とする難治性疾患であり、患者さんの QOLが著しく低下するた
めに社会的に大きな問題となっています。現在、日本国内には推定で約200万人以上の患者さんがい

るにもかかわらず、未だ国内で承認された治療薬が存在しません。 当社は、ピロカルピン塩酸塩が線
維筋痛症の疾患を持つ患者さんに新たな治療法を提供できると期待しております。 
なお、本件が当社グループの今期の業績に及ぼす影響は現段階では軽微であります。今後、業績に

及ぼす影響が見込まれた場合、別途お知らせいたします。 
以 上 

【備考】 
※１ ピロカルピン（Pilocarpine）塩酸塩： アルカロイドの一種。ピロカルピン塩酸塩として臨床

応用されており、点眼薬は緑内障の検査・治療に用いられ、内服薬は口腔乾燥症状改善薬とし

て用いられている。 
※2 アンメット・メディカル・ニーズ：未だ満たされていない医療・医薬上の必要性。未充足の      

医療・医薬ニーズ。 


